
令和４年度 茨城県及び竜ケ崎保健所管内の

新型コロナウイルス感染症の発生状況

令和５年３月１５日 茨城県竜ケ崎保健所

資料２新型コロナウイルス感染症の対応について
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24 139 5 6 120 251 112 111 793 885
2,372 937 985 1,403 

1,591 
810 

1,916 

8,167 

3,513 

263 46 40 

11,704 

37,048 

40,427 

30,195 

14,907 

6,310 

43,428 

108,981 

46,338 

21,690 

52,028 

102,856 

76,491 

15,672 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

550,000

600,000

650,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

R
2
.3

R
2
.4

R
2
.5

R
2
.6

R
2
.7

R
2
.8

R
2
.9

R
2
.1

0

R
2
.1

1

R
2
.1

2

R
3
.1

R
3
.2

R
3
.3

R
3
.4

R
3
.5

R
3
.6

R
3
.7

R
3
.8

R
3
.9

R
3
.1

0

R
3
.1

1

R
3
.1

2

R
4
.1

R
4
.2

R
4
.3

R
4
.4

R
4
.５

R
4
.6

R
4
.7

R
4
.8

R
4
.9

R
4
.1

0

R
4
.1

1

R
4
.1

2

R
5
.1

R
5
.2

月ごとの陽性者数

陽性者総数

総数 632,564

- 2 -



0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

600

650

700

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

1
/1

1
/8

1
/1

5
1
/2

2
1
/2

9
2
/5

2
/1

2
2
/1

9
2
/2

6
3
/5

3
/1

2
3
/1

9
3
/2

6
4
/2

4
/9

4
/1

6
4
/2

3
4
/3

0
5
/7

5
/1

4
5
/2

1
5
/2

8
6
/4

6
/1

1
6
/1

8
6
/2

5
7
/2

7
/9

7
/1

6
7
/2

3
7
/3

0
8
/6

8
/1

3
8
/2

0
8
/2

7
9
/3

9
/1

0
9
/1

7
9
/2

4
1
0
/1

1
0
/8

1
0
/1

5
1
0
/2

2
1
0
/2

9
1
1
/5

1
1
/1

2
1
1
/1

9
1
1
/2

6
1
2
/3

1
2
/1

0
1
2
/1

7
1
2
/2

4
1
2
/3

1
1
/7

1
/1

4
1
/2

1
1
/2

8
2
/4

2
/1

1
2
/1

8
2
/2

5

新規陽性者数

週平均新規陽性者数

入院患者数

（
新
規
陽
性
者
数
：
名
）

（
入
院
患
者
数
：
名
）

陽性者数 75名（前週：99名）

週平均陽性者数 256名（前週：392名）

入院患者数 102名（前週：120名）

茨城県内の新規陽性者数・入院患者数の推移（R4.1.1～R5.2.28）

入院患者数
第６波ピーク

2/24 430名

入院患者数
第７波ピーク
8/28 539名

週平均陽性者数
第６波ピーク

2/12 1,545名

週平均陽性者数
第７波ピーク

8/25 4,132名

入院患者数
第８波ピーク
1/15 661名

週平均陽性者数
第８波ピーク

1/12 3,978名
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重症 中等症 軽症

茨城県内の症度別の入院患者数（R4.1.1～R5.2.28）

入院患者数
第５波ピーク
8/27 499名

入院患者数
第６波ピーク

2/24 430名

中等症 89名

軽症 24名

重症 2名

2/28時点
115名

重症患者数
第６波ピーク
2/24 20名

重症患者数
第５波ピーク
8/29 32名

入院患者数
第７波ピーク
8/28 539名

入院患者数
第８波ピーク
1/15 661名

重症患者数
第８波ピーク

1/3~6 31名
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茨城県週平均新規陽性者数（７日間
移動平均）
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2/11 1,527名

竜ケ崎保健所
2/12 428名

茨城県
8/7 4,113名

竜ヶ崎保健所
12/31 504
名

茨城県
1/12  3.978
名

第6波

ໄ
ॣ

৳

ਚ
ৗ
ૠ
഻
ਙ

ਯ
㋅

␠

竜ヶ崎保健所
8/4 723名

第7波 第8波

␟

ଗ

ৗ
ૠ
഻
ਙ

ਯ
㋅

␠

- 5 -



0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

ひたちなか保健所 日立保健所 潮来保健所 竜ケ崎保健所 土浦保健所 つくば保健所 筑西保健所 古河保健所 中央保健所 水戸市保健所

茨城県保健所別新規陽性者数（R4.1.1～R5.2.28）

第6波

第7波

第8波

- 6 -



0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

18000

20000

龍ケ崎市 取手市 牛久市 守谷市 稲敷市 美浦村 阿見町 河内町 利根町

竜ヶ崎保健所管内市町村別新規陽性者発生状況(R4.1.1~R5.2.28)

第6波

第7波

第8波

- 7 -



COVID-19高齢者施設クラスタ―対応について

茨城県竜ケ崎保健所

資料２
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高齢者サービス施設におけるクラスター発生状況
• 令和4年4月１日～令和5年2月28日までに、陽性者を探知した高齢者施設407

件の施設区分及びクラスタ―（同一施設で接触歴のある5名以上の発生）の
数を示した。

• 入所系施設で陽性者が発生すると、約半数はクラスタ―となる。また、複数
回クラスタ―となる施設もあった。

クラスタ―化した施設数

特養 老健 グループホーム サ高住 有料老人ホーム 軽費老人ホーム 養護老人ホーム 小規模多機能 介護医療院 ショートステイ デイサービス 訪問介護

4名以下 47 12 5 20 29 2 0 1 2 8 90 3

クラスタ―（5名以上） 42 26 25 23 30 2 1 3 1 8 27 0
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クラスタ―（5名以上） 4名以下

（参考）管内の施設数 38 19 36* 36* 44* *茨城県介護サービス事業所一覧、サービス付き高齢者向け住宅情報システムより引用
(R4.9.22現在 ) 

ｎ＝407
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令和4年12月27日事務連絡
茨城県福祉部長長寿福祉課
介護保険指導・監査G

嘱託医と平常時から
調整しておくことが
望ましい項目をフロー図化
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発生時に連絡が必要な関係先を
記載し掲示する様式

令和4年12月27日事務連絡
茨城県福祉部長長寿福祉課
介護保険指導・監査G
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１ 施設全体で協力した確実な感染対策での拡大防止

● 平常時からの患者発生時の具体的な対応の検討とその実現

● コロナ対応のBCP（業務継続計画）が必須 ～出勤できる職員が減った時の応援職員体制

● 確実な初動対応による早期終息を目指す

2 施設等の嘱託医、かかりつけ医、協力医療機関の協力

□ 陽性者発生時の診断・届出

□ 検査実施 対象者の選定・検体採取の指示・陽性判明時の対応

□ 施設内治療 解熱剤・咳止め、コロナ治療薬、点滴、酸素投与等

□ 入院時の紹介状の作成

□ 心肺停止時の施設内での看取り

□ ゾーニングや感染対策の指示・指導

高齢者施設クラスターへの対応課題
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令和5年3月10日 新型コロナウイルス感染症対策本部決定感染症法上の位置づけの変更に伴う見直し
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新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更に伴う
医療提供体制及び公費支援の見直し等について（ポイント）

1

※ 本資料は、「新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更に伴う医療提供体制及び公費支援の見直し等について」（令和５年３月１０日
新型コロナウイルス感染症対策本部決定）について、補足資料も加えつつポイントをまとめたものである。

参考資料

入院措置などの行政の強い関与

限られた医療機関による特別な対応
幅広い医療機関による自律的な通常の対応

行政は医療機関支援などの役割に

R5.３月
上旬

5/8 R6.4/1

新たな体系に向けた取組位置づけ変更

診療報酬
介護報酬
同時改定

感染拡大？ 感染拡大？

冬の感染拡大に先立って

重点的な取り組みを行う

夏 冬

暫定的な診療報酬措置 新たな診療報酬体系

特別対応から通常対
応への考え方の転換 検証 検証

対応する医療機関の維持・拡大を促す。 ⇒
外来：4.2万 → 最大6.4万
入院：約3千 → 全病院約8千

新型インフルエンザ等感染症 ５ 類 感 染 症

急激な負担増が生じないよう、入院・外来の医療費の自己負担分に係る一定の
公費支援について、期限を区切って継続

入院・外来の医療費

医療提供体制
幅広い医療機関で新型コロナウイルス感染症の患者が受診できる医療体制に向けて、必
要となる感染対策や準備を講じつつ国民の安心を確保しながら段階的に移行

○新型コロナウイルス感染症は、5月8日から5類感染症に
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位置づけ変更に伴う医療提供体制の見直し（外来・入院・入院調整）

現行 位置づけ変更後 具体的な措置など

外
来

約4.2万の
医療機関

最大6.4万の医療機関
での対応を目指す

➢ 感染対策について効率的な対応へ見直し
➢ 設備整備や個人防護具の確保などの支援
➢ 応招義務の整理（コロナへのり患又はその疑いのみを理由とした診療拒否は

「正当な事由」に該当しないことを明確化）

⇒ 診療の手引き等を含め分かりやすい啓発資材を作成し、医療機関に周知
定期的に対応医療機関数を把握・進捗管理しながら、維持・拡大

※医療機関名の公表は当面継続（冬の感染拡大に先立って対応を検討）
※重症化リスクの低い者の自己検査・自宅療養（含む自己検査キット・解熱鎮痛剤常備）、受診相談センター等の取組は継続

入
院

約3,000の
医療機関

約8,200の全病院
での対応を目指す

➢ 上記の外来と同様の取組に加え、４月中に、各都道府県で９月末までの
「移行計画」を策定し、新たな医療機関による受入れを促進

※廃止となる臨時の医療施設（新型インフルエンザ特別措置法）のうち必要なものはその機能を当面存続

入
院
調
整

都道府県
保健所設置市

特別区

原則、医療機関間
による調整

➢ 病床状況の共有のためのG-MISなどITの活用推進
➢ 円滑な移行のため、当面、行政による調整の枠組みを残す(病床ひっ迫時等に支援)

➢ まずは軽症・中等症Ⅰ患者から医療機関間の調整を進め、秋以降、重症者・
中等症Ⅱ患者の医療機関間の調整を進める

➢ 妊産婦、小児、透析患者は、都道府県における既存の調整の枠組みに移行

① 確保病床を有していた重点医療機関等（約3,000）

⇒ 重症・中等症Ⅱ患者への重点化を目指す

② これまで受入れ経験のある重点医療機関等以外の医療機関（約2,000）

⇒ 軽症・中等症Ⅰ患者の受入れを積極的に促す

特に、高齢者を中心に、「地域包括ケア病棟」等での受入れを推進

③ これまで受入れ経験のない医療機関 ⇒ 受入れを促す
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